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水素吸蔵合金は原子状の固体で水素を蓄えることができるため、コンパク
トで安全な水素貯蔵を実現可能にする。一方で、これまで得られている材
料は重量面、コスト面に課題があり、さらなる材料探索研究が必要となっ
ている。発表者らは熱力学的に新規水素化物（水素吸蔵合金としての利用
可能性を有する物質群）の合成に有利な高温高圧環境下で新物質合成研究
を実施し、従来の水素化物の合成指針に従わない新しいクラスの水素化物
実現を目指している。特にアルミニウムと遷移金属の合金は従来指針では
水素化物を形成しないと考えられる系であるが、発表者らはこれまで複数
の新規水素化物の合成に成功している。これらの新しいクラスの水素化物
の探索においては、広い温度圧力範囲で合成反応が進行する条件を調べる
必要がある。ここで高温高圧下の試料の結晶構造の情報をその場で得るこ
とができる放射光その場粉末X線回折技術を活用することで物質探索研究を
効率的に進めている。発表では高温高圧水素化と放射光その場観察に関す
る技術を紹介するとともに、新物質合成の成果をピックアップして紹介す
る予定である。
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